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「
人
々
の
革
命
へ
の
要
求
を
先
取
り
す

る
よ
う
な
、
そ
の
結
果
、
人
々
が
革
命

な
ど
必
要
と
し
な
く
な
る
よ
う
な
賢
明

な
政
治
や
経
済
の
果
実
を
齎も
た
ら
す
者
こ

そ
、
真
っ
当
な
保
守
の
指
導
者
」。

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
断
首
よ
り
も
前
。

彼
が
68
歳
で
死
去
し
た
の
は
１
７
９
７

年
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
･
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
総

裁
政
府D

irectoire

に
代
わ
っ
て
執

政
政
府C

onsulat

を
設
立
す
る
１
７

９
９
年
「
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
18
日
ク
ー
・

デ
・
タ
」
の
遙
か
前
に
透
徹
し
た
洞
察

を
示
し
て
い
た
の
で
す
。

　

光
文
社
「
古
典
新
訳
」
文
庫
版
で
翻

訳
を
担
当
の
二ふ
た
き木
麻
里
氏
は
看
破
し
て

い
ま
す
。
バ
ー
ク
の
主
張
か
ら
汲
み
取

れ
る
「
保
守
主
義
」
は
「
壊
さ
な
い
こ

と
」「
い
ま
在
る
も
の
を
よ
く
活
か
す

こ
と
」。
壊
さ
ず
保
全
し
、
破
壊
を
避

け
る
営
為
こ
そ
「
暴
動
と
流
血
の
革
命

を
回
避
せ
よ
」
の
主
張
に
繋
が
る
と
。

今
は
亡
き
西
部
邁
氏
と
僕
は
15
年
前
に

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「BA

T
T
LE T

A
LK
 

R
A
D
IO

ア
ク
セ
ス
」
で
「
真
の
保
守

と
は
何
か 

い
ま
政
治
リ
ー
ダ
ー
に
求

め
る
も
の
」
を
語
っ
て
い
ま
す
。

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
な
ん
て
糞
食
ら
え
」

と
バ
ー
ク
は
断
じ
た
と
早
と
ち
り
し
て

礼
賛
の
向
き
も
拒
絶
の
向
き
も
、
既
に

潰つ
い

え
つ
つ
あ
る
「
左
右
」「
上
下
」
の

二
元
論
的
観イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

念
形
態
か
ら
脱
却
し
得
ぬ

浅
薄
な
認
識
。
皆
が
拍
手
喝
采
し
た
フ

ラ
ン
ス
革
命
後
に
リ
バ
ウ
ン
ド
の
混
乱

が
訪
れ
た
の
を
踏
ま
え
、
保
守
っ
て
の

は
「
何
も
変
え
な
い
こ
と
」
で
は
な
く

「
よ
り
良
い
社
会
に
し
て
い
く
為
に
絶イ

えン
セ
サ
ン
ト

間
な
く
変
革
し
続
け
る
洞
察
力
や
気

概
や
行
動
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
物
で

あ
る
べ
き
」
と
僕
は
語
り
ま
す
。

「
彼
の
思
想
は
近
代
知
識
人
に
対
す
る

痛
烈
な
批
判
な
ん
で
す
よ
」
と
応
じ
た

西
部
氏
はpre

＝
予
め
＋scription

＝
規
定
す
る「
処
方
箋prescription

」

を
引
き
合
い
に
、
バ
ー
ク
哲
学
の
要
諦

「R
eform

to C
onserve

保
守
す
る

為
の
改
革
」
は
人
間
が
考
え
る
為
に
は

先
ず
は
大
前
提
が
必
要
で
、
そ
れ
は
何

千
年
と
い
う
歴
史
の
中
か
ら
例
え
ば

「
家
族
」
と
か
「
村
」
と
か
「
共
同
体

的
」
な
有
り
様
を
大
事
だ
と
共
有
せ
ね

ば
始
ま
ら
な
い
と
続
け
ま
す
。

　

政
治
家
で
あ
り
な
が
ら
宗
教
論
も
芸

術
論
も
哲
学
論
も
一ひ
と
か
ど角
の
著
述
家
だ
っ

た
彼
の
元
へ
欧
州
の
「
ま
ぁ
ま
ぁ
の
人

た
ち
」
は
戻
っ
て
い
く
の
に
、
自
身
の

お
粗
末
な
オ
ツ
ム
や
経
験
か
ら
揺
る
が

ぬ
大
前
提
が
出
て
来
る
と
思
い
込
む
日

本
の
政
治
学
だ
の
メ
デ
ィ
ア
だ
の
は
、

バ
ー
ク
を
脚
フ
ッ
ト
ノ
ー
ト注
扱
い
だ
と
。

　

投
資
の
効
率
性
や
利
益
率
ば
か
り
が

重
視
さ
れ
、
金
儲
け
に
な
る
外
国
人
は

歓
迎
だ
が
、
金
が
掛
か
る
外
国
人
は
不

要
と
嘯う
そ
ぶ
く
「
経
済
的
新
自
由
主
義
」

の
本
音
が
露
わ
に
な
っ
た
現
在
、
自
治

体
の
赤
字
事
業
中
止
で
公
共
サ
ー
ヴ
ィ

ス
低
下
、
民
間
委
託
で
逆
に
大
幅
値
上

げ
を
被
っ
た
市
民
は
被
害
感
情
の
捌は

け

口ぐ
ち

を
「
異
質
な
も
の
」
に
振
り
向
け
る
、

と
バ
ル
カ
ン
近
現
代
史
研
究
の
佐さ
は
ら原
徹

哉
氏
が
近
著
『
極
右
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
』
で
述
べ
る
大
意
に

同
意
し
た
上
で
、
僕
は
考
え
ま
す
。

「
一
時
の
熱
狂
」
が
「
恐
怖
政
治
」
や

「
独
裁
政
治
」
を
齎
す
歴
史
の
悲
喜
劇

と
前
述
の
「
保
守
の
公
理
」
を
踏
ま
え

る
な
ら
猶
の
事
、
Ｎ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

Ｙ
Ｔ
に
象
徴

さ
れ
る
米
欧
日
の
「
伝リ
ベ
ラ
ル

統
的
」
媒
体
と

知イ
ン
テ
リ

識
層
は
「
極
右
」
な
る
符
牒
を
安
易

に
用
い
て
思
考
停
止
報
道
を
続
け
る
前

に
、
風
船
ガ
ム
状
態
な
日
本
で
勃
興
の

新バ
ブ
ル
ガ
ム

興
勢
力
と
は
異
な
り
、
オハ

ン

ル
バ
ー

ン
ガ

リ

ー

・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
や
ジ
イ

タ

リ

ョ
ル
ジ
ャ
・
メ

ロ
アー
ニ
が
広
範
な
支
持
を
得
て
政
権
を

担
当
し
続
け
る
理
由
を
、
墨ぼ
く
し
ゅ守
で
な
く

修
正
を
唱
え
た
バ
ー
ク
に
立
ち
返
っ
て

反
芻
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
。

　

露
中
印
を
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の

米
国
が
追
い
掛
け
る
地
政
学
的
構
図
の

変
化
を
理
解
し
得
ず
、
ウお

う

し

ゅ

ル
ズ
ラ
・
フ

ォう

れ

ん

ご

う

ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
委
員
長
と
共

に
周
回
遅
れ
な
盲ジ

ン

ゴ

イ

ズ

ム

目
的
主
戦
論
を
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
」
に
関
し
て
唱
和
す
る
「
近

代
知
識
人
」
フ
ド

イ

ツ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
メ
ル

ツ
や
キイ

ギ

リ

ス

ア
・
ス
タ
ー
マ
ー
の
国
内
に
於

け
る
混
迷
を
振
り
返
る
迄
も
な
く
。

　

エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
『
フ
ラ
ン
ス

革
命
に
つ
い
て
の
省
察
』
上
梓
は
１
７

８
９
年
７
月
14
日
「
牢
獄
バ
ス
テ
ィ
ー

ユ
の
襲
撃
」
か
ら
僅
か
１
年
３
ヶ
月
後
。

１
７
９
３
年
の
ル
イ
16
世
、
マ
リ
ー
・

★
次
号
11
月
号
の
発
行
日
は
10
月
31
日（
金
）で
す
。

永遠の変革者こそ「保守」


